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世界への挑戦：展望編  
篠原岳夫 

村上 健介

 
▲篠原岳夫 夏の遠征を経験し、一回り成長した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
現在、夏のシーズンを海外で過
ごす学生選手は多数いる。しか
し安定した市役所での職を辞し
海外に出向く社会人選手は決し
て多くない。篠原岳夫は2003年
7月-10月シーズンをスウェーデ
ンの地域クラブ：OK Denseln で
過ごした。彼は何を求めスウェ
ーデンに向かったのか、そして
そこでの生活はどのように彼を
変えたのだろうか？ 
 

2003 年の挫折 
彼がはじめて海外でのオリエンテーリ
ングを体験したのは1997年のJWOC参加
であった。当時、インカレ中心の観点から
オリエンテーリングを見る学生の中で、常
に海外でのオリエンテーリングを意識し、
毎年のように海外遠征をする彼は特別な存
在であった。学生、社会人と順調にステッ
プを登ってきた彼ではあるが意外なことに
フル代表のトリムはまだ着ていない。 

 
篠原は2003年4月神奈川県秦野市、菜
の花台Ⅱにておこなわれた WOC2003 選
考会を8位で終える。結果、代表選考から
漏れた。 

 
「確かに代表先行で落ちたのはショッ
クでした。ただ当時の感じとしては冷静に
見たところ可能性は五分五分だと思ってい
ました。あと、ミドルのセレクションはぼ
ちぼち程度で、神奈川の選考会は遅かった
ので、『ああ、だめだな。』と感じてはいま
した。だから代表になれなくても『今回は
だめだったか。』といったぐらいでした。そ
れでも１週間ぐらいは引きずりましたね。
でも、『だめだったらだめだったらで次に
進むか』と前向きに捕らえましたよ。」 

 
しかし、挫折はもうひとつあった。1年
間のスウェーデン留学をする予定で、3 月
末に川越市役所勤務を退職したにもかかわ
らず、もろもろの事情により留学ができな
くなった。結局彼は夏のオリエンテーリン
グシーズンのみ北欧に行くことを選択した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「これもショックでした。『何のために
仕事やめたんだよ』って思いがありました
から。でも、オリエンテーリング中心とし
て考えれば冬はオフ期ですから夏だけでも
良かったんです。でもそれ以外にも語学勉
強でスウェーデン語を喋れるようになりた
かったので残念でした。」 

 
 

スウェーデンで武者修行 
彼がスウェーデンでのトレーニング生
活の拠点として選択したクラブ OK 
Denselnはストックホルムから南へ電車で
約 2時間のNorrkopingから西へ約20㌔ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
のSkarblackaという町にある。スウェ
ーデンでは中規模程度の140名の会員で成
り立つ地域クラブである。 
そこで彼はクラブハウスに寝泊りしな
がら平日はクラブトレーニングを中心にオ
リエンテーリングをし、週末はクラブ員と
周辺地域の大会に参加する日々 を過ごす。 

 
「彼らは土台が違いますね。小さいときか
ら山でトレーニングでしている人たちです
から。ただのジョギングも森の中を走るし、
週に一回はクラブでトレーニングが設定さ
れます。また、母体数が違いますからね。
僕のクラブにはジュニアの世界チャンピオ
ンがいます。クラブ創設以来の逸材です。



orienteering magazine 2004.04  33 

彼もどこか別のところから引っ張って来た
わけじゃなくて、クラブの練習の中から生
まれたんです。彼はスウェーデンの国内ラ
ンキングは８０位前後です。クラブではエ
ース的存在だけど、ちょっとミスレースを
すればクラブ内でも彼に勝つ人はいる。」 

 
－スウェーデンには何回も合宿で行っ
ていますが、今までとの違いはあります
か？ 
「トレーニングとしては特別でしたね。
期間も長いし、学生の時にはじめていった
ときは観光もして半分遊びだったけど、今
回はひたすらトレーニングでした。心構え
が違います。とにかく数多くＯＬをやるこ
と。自分を主張すること、自分から動いて
ゆくこと、気分の波を作らない。を意識し
ました。」 
－自分から動くことを意識したという
のは？ 
「ヨーロッパ人は決してむこうから世
話してくれたりしないんです。『大会に行
く？』なんて誘ってくれません。自分から
『オレはこの大会に行きたいんだ、車に乗
りたいんだ。』って主張しないと動いてもら
えない。」 
－しかしトレーニングで３ヶ月という
のは長いですよね。日本でも３ヶ月もあれ
ば気分に変化が出てくる。 
「確かに、３ヶ月もあると、疲れている
ときには『今日はいいかな？』とサボりた
くなる気持ちも出てきます。でも、『何のた
めにオレはここまで来てるんだ？トレーニ
ングしに来てるんじゃないか。』と自分に言
って練習しました。そうしないと結構だら
けちゃうんだすよオレ。でも、逆に休む時
はしっかりと休んで、翌日、午後ちゃんと
練習しましたよ。とにかくダラダラしない
こと、メリハリをつけることを意識しまし
た。」 

 
 

切磋琢磨の日々 
－当然、来年の世界選手権には代表選手
として出場するつもりでしょうが、過去の
代表選手が毎回あと一歩で決勝進出を逃し
ていることについては？ 
「なぜでしょうね、オレはまだ出たこと
が無いからわからない。でも、それが差だ
と思いますよ。日本の大会的な感覚なら、
あと数秒とか言えるけど、その数秒のレベ
ルが大きいのですよ。段が違うという
か・・・。日本の感覚での何秒というのと、
スウェーデンとか北欧での何秒では意味が
違うと思います。これは数秒の間にいる選
手の数が多いということと、それを詰める
ためにする途方も無い努力両方の意味です。
さっきも言いましたが、クラブのエースと
呼ばれる男がいるけれども、そのエースが
10秒ミスすれば、他のクラブのエースが上
に行くだけでなく、必ず同じクラブからエ
ースに勝ってしまう選手が出るのです。た

った10秒か15秒のミスで。でもやっぱり
エースはエースなんですよ、その 15 秒の
差で。たまにミスはするけど、それはやっ
ぱりたまにするだけ、大体勝っている。こ
の層の厚さはすごいですよ。ちょっとミス
すれば、ランキング30-40位ぐらいの選手
にランキング200位ぐらいの選手が勝って
しまうのですよ。」 

 
－そういった層の厚い中、しかも篠原君
がまったく歯が立たないような選手がいっ
ぱいいる。その中でトレーニングは、日本
でのトレーニングと違った？ 
「そうは言っても、僕は僕です。僕がど
うこうやっても今はそのタイム差が簡単に
縮むわけではない。そうなると自分は自分
でどうやったらレースでいい成績が出るか
考えるだけですよ。もちろん走り終わった
あとレースの話はしますけどね。あと、速
いやつらと差はトップ比のパーセントで考
えます。タイム差では考えません。」 

 
－篠原君が目安としていたのはどの程
度？ 
「対トップ比で最初はまあまあ上手く
いって、130％前後だったのです。でも遠
征の最後は120％近くまでもって行きまし
たよ。」 

 
－ということは 10％の短縮ですよね。
かなりの成長率ですよ。９０分レースなら
７分程の短縮です。 
「それはオリエンテーリングが速くな
ったことのみで 10％を短縮したわけでは
なく、北欧テレインに慣れたことが大きな
要素ですね。多分 7％ぐらいは慣れで短縮
します。」 

 
－オリエンテーリングはヨーロッパが
主戦場です。2005年のWOC が日本であ
るにしろ、北欧テレインに対応できるのは
大きな意味がありますね。 
「足場とか地面の質が違っているので
す。北欧は氷河地形で、日本は火山地形。
海外の選手はそういった地形で走りこんで
作ってきた体です。彼らの環境で練習をし
ていますから、森で速い走りとかも特に意
識はしていないでしょうね。僕らも日本の
地形や足場を想定した練習をしているだけ
ではWOCでの予選突破も変わらないかも
しれない。もっと欧州のテラインに慣れる
とか、不整地での練習量を増やすとか、変
えていかなければいけない。」 
「今回は３ヶ月行って終わったのです
が、長期のトレーニングを何回もいければ
本当はいいのです。理想を言えば２,３年間
に２-３ヶ月のトレーニングを毎回やれば
絶対に変わってきますよ。一回でも結構変
わったなと自分で思いますから。最初勝て
なかったクラブの人に勝てるようになった
り、全然追いつくこともできなかった人に
もいい勝負ができるようになってきました

から。」 
 
－帰ってきてからのレース感覚は変わ
って来ましたか? 
「長いレースに対する抵抗が無くなり
ました。遠征中のレースってむこうのトッ
プにあわせて組んでいるからオレ等が行く
とすごく時間がかかるんです。たとえば１
０ｋｍ前後のレースならオレはキロ８分－
９分で走るけど、トップはキロ６分ぐらい
で走る。毎回、毎回９０分レースを経験し
ます。日本だと俺等が９０分を走るのはせ
いぜい全日本大会ぐらいです。そういった
意味で長い時間に対する忍耐力が付きまし
た。おかげで合宿に行っても『あと1本走
るのキツイな。』は思わなくなりました。オ
リエンテーリングの忍耐力って、いくら合
宿で 30分コースを3本走っても付かない
です。レースの中で 90分走らないと身に
付かないと思いますよ。だから日本人がい
って、その大会の一番長いコースに毎回参
加すればいいトレーニングになりますよ。」 

 
 

方向を強く意識 
－篠原君のオリエンテーリングは変わ
ってきましたか？ 
「方向を強く意識するようになりまし
た。スウェーデンはフラットなテラインが
多いので、地形をたどる場面が少なかった。
たとえば日本では道じゃなくても『尾根た
どり』、『沢たどり』などの"たどる"場面が
多いじゃないですか。スウェーデンではそ
ういった場面がほとんど無い。本当にまっ
すぐを意識して進んでゆかないといけない。
まっすぐ行っているつもりで進んでいると
大きくずれます。彼らは正確な直進がベー
スにあるので、シンプルにオリエンテーリ
ングを考えています。アタック直前まで地
図読みしないとか、考えているのもアタッ
クのことだけだったり、徹底しています。
正確な直進ができないとスウェーデンテラ
インでは太刀打ちできません。」 

 
－次回の2004年の世界選手権はスウェ
ーデンですね。 
「そういった意味では、すでにテライン
対応はできていますから自信があります。
現地入りしてからの山への対応という作業
を省けますから。」 

 
－現在の秋冬シーズンでオリエンテー
リングが変化している部分はありますか？ 
「さっき言った方向への意識が各段に
あがりました。脱出やアタックのときコン
パスを使ってもっと方向を正確にすれば
10秒、20秒すぐ短縮できると本当に考え
るようになりました。」 

 
－今までは、それをせずにやってきた
の？ 
「たとえば道を走って植生界との交わ
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りがあったらそこから道を外れてアタック
に入るという場合、今までは道の角度に対
してこのくらいで入っていけば見えるだろ
うってアタックしていたのです。で、実際
に見えるのだけど。それよりも事前にコン
パスをセットして、道と植生界の交点から
入るという作業をコンパスを一回でも使っ
ていれば本当に最短距離でいけるというこ
とを実感しています。」 

 
－しかしそれは学生レベルでも、ある程
度の選手なら当然実行していることですよ
ね。逆に言うと今までそれをせずにこのレ
ベルまで来ていることに驚きます。 
「でも、これを変えていかなければ上に
はいけないと思っています。」 

 
 

不整地での速さが課題 
－こういったことの差が高橋善徳選手
との今の実力差になっている？ 
「でも、高橋との差はこれだけじゃない
と思います。あいつは不整地が本当に速い。
不整地の速さはトラックでの速さとは別物
なので、もっともっと不整地走をやらなけ
ればと思っています。」 

 
－高橋君は不整地の走りに関して日本
ＯＬ界のトップクラスだけど、それでもま
だまだ貪欲に追及していますよね。 
「そこがあいつのすごい所なんですよ。
外国人選手を基準においている。確かにみ
んな外国人選手を基準において練習すべき
ですよ。日本人だけを見ていてはだめだと
思いますよ。」 

 
－篠原君は基準をどこにおいている
の？ 
「それはもう外国人選手を基準におい
ています。確かに日本代表を選ぶときは日
本人のなかで上から何人って選ぶのだと思
うけど、それは結果です。基準は外に置い
ておかないと伸びてゆかないと思います。
同じ負けるにしても基準は常に外に持つ。
そのほうが自分がまだまだ遅いこと意識で
きますから。」 

 
－理想のオリエンテーリングがあれば
教えてください。 
「オリエンテーリングの完成形は頭の
中には無いですね。今の時点ではとにかく
不整地走を早くなることが課題だと思って
います。技術的な部分よりもまず不整地で
の走力です。不整地を走れないと、お話に
もなりませんから。まず、足かな？」 

 

2005 年へ その先へ 
－オリエンテーリングの目標は 
「とりあえず2005年で終わることはあ
りませんよ。2005年時点でもまだ 28歳で
すから、まだまだ速くなります。ナショナ
ルチームとして 2005年を目指すのはいい

ですけど、オレにとって最大の目標ではな
いですね。まだまだ続きますから。最終的
な目標なんて無いのかもしれません。オリ
エンテーリングって完成形が無いじゃない
ですか。いまだ完成されたオリエンテーリ
ングを見たことが無い。磐石の強さがある
わけでもない。」 

 
－オリエンテーリングに対して多大な
エネルギーをつぎ込んでいますよね。トレ
ーニングだけじゃなく、留学にあたって退
職したり、家族を説得、周りを動かしたり、
経済的にも長期遠征となれば決して楽では
ない。そこにあなたを突き動かすものは何
ですか？ 
「一番の根本は負けず嫌いなんですよ。
『トップであり続けたい』みたいな野心的
なものじゃなくて、もしかしたら後ろ向き
かもしれないけど『負けたくない』という
感情。とにかく外国人選手だろうが日本人
選手だろうがオリエンテーリングに関して
自分より速いやつがいると『負けたくな
い!』って思います。スポーツに本気で取り
組む人の根底に当然あるでしょう。あと、
楽しさについては陸上の単純スピード比較
とは違ったどんでん返し系の面白さですね。
足が遅い人でも、速い人に勝つ可能性があ
る。そういうところがいい。可能性がいろ
いろ広がっているところがいい。そしてず
っとオリエンテーリングを楽しんでゆきた
いな。俺は世界選手権目指すというのも楽
しくないといやだし、そういう第一線が終
わって40歳50歳でやっていてもきっとオ
リエンテーリングが楽しいというのが大本
にありますね。」 

 
－オリエンテーリングが好きですよね。
今までやった競技の中で一番面白い？ 
「はい。だから続いているし。逆に言う
と万が一オリエンテーリングより面白い競
技に出会ったらそっちに行ってしまうかも
しれないですね。でも今のところそんなも
のは無い。 

最高にオリエンテーリングが面白
いです。」 

 

よりタフに 
篠原選手はオリエンテーリングが上手
い。日本ランキング現在６位。常に安定し
た成績をだす。オリエンテーリングのテク
ニックは一流のものを持っている。オリエ
ンテーリングの感覚、ナビゲーションのセ
ンスには天性のものがある。しかしながら
現時点ではアスリートとしての能力に見劣
りすることは事実である。国内にも篠原よ
りタフな体力を持った選手がたくさんいる。
また、同期の高橋選手と比較すると代表と
して国際大会を走ってはいないためか、結
果を出すことに必要な自分と世界との差も
はっきりとはしていない。しかし、彼は自
分に足らないものを認識しているし、詰め

るための努力を知っている。何より彼はオ
リエンテーリングが速くなるためならどん
な困難でもすすむ突破力を持っている。彼
がオリエンテーリングアスリートとしての
フィジカル能力を持ったとき、他の日本人
選手では開くことのできない扉をこじ開け
てくれるに違いない。 

（村上健介） 


